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Ⅳ-07 粗利再計算 
 

 

粗利再計算の役割 

最終原価法または月次総平均法に基づいた原価にて当月の粗利金額、在庫金額を再計算します。 

「表示条件設定」を設定する事で、処理起動時に不正原価かどうか確認する必要のある商品の一覧を表示できます。 

※生産管理導入時は、原価確定処理がされているかの確認も行えます。 

また、この処理は月度内で何度でも行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示条件指定画面   表示対象選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕入実績確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションを選択 

粗利再計算を行

う品番を指定 

 

表示条件外の 

品番を表示 

表示条件 

仕入実績を表示 

表示対象を選択 
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操作方法 
 

1. 表示条件の指定 

アクセスキーまたは、マウスにて「設定」-「表示条件の指定」を選択します。 

「確認が必要な原価率」と「確認が必要な原価変動比」を指定し設定ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 表示対象選択 

3. 表示対象選択ボタン押下にて詳細選択画面が表示されます。 

各項目の条件を指定後に設定完了ボタン押下にて表示対象の絞り込みができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値を設定しておく事で確認が 

必要な商品が初期表示されます。 

 

※常に全件表示させる場合、 

 各項目を「０％」で設定してください。 

＜個別指定＞ ＜範囲指定＞ 

 全選択 ボタン 

リストの全行にチェックを入れます。 

全解除 ボタン 

リストの全行のチェックをはずします。 

クリック 
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4. 原価が￥０の場合は粗利額を￥０にする 

チェックを付けると原価が￥０の場合は、粗利額を￥０にします。 

※新原価が￥０の場合、明細原価に明細原価をセットします 

 

5. 表示切替 

全件表示と確認が必要な商品のみ表示ボタンを押下する毎に表示が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

6. チェックボックス 

チェックを付ける事で、粗利再計算の対象となります。 

※品番欄左のチェックボックスにて、表示品番のチェックの付け外しが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【原価法を使用しない場合】 

現在のマスター原価を表示します。 

 

【最終原価法を使用する場合】 

最終仕入時の原価が表示されます。 (作業日付と識別 No が最新のもの) 

 

・生産管理なし：仕入明細の仕入単価 

 ※工賃仕入は商品マスターの原価 

 

・生産管理あり：原価確定済みの場合は確定原価 

 原価未確定の場合は予定原価 

 

【月次総平均法を使用する場合】 

月末時点の総平均で算出した原価が表示されます。 

 

・生産管理なし：(月初在庫金額 + 当月仕入金額）/（月初在庫数量 + 当月仕入数量） 

 ※工賃仕入は商品マスターの原価 

 

・生産管理あり：(前月末在庫金額+当月仕入金額+当月引当金額[部材のみ]) / (前月末在庫数+当月仕入数) 

 

当月仕入単価  原価確定処理で確定済の場合は明細単価、未確定の場合は予定原価 

当月仕入金額  仕入単価 × 仕入数 

当月引当金額  原価確定処理で確定済の場合に計上 

新原価とは 
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7. 確認 

確認が必要な品番の確認ボタン押下で仕入の実績一覧を表示し、確認が行えます。 

※仕入の入力漏れが有る場合は、入力を先に行ってください。 

  生産管理導入時は、引当漏れや原価確定の確認を併せて行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 実行 

「新原価」「原価率」「新粗利金額」等を確認し、問題が無ければ実行ボタン押下にて、チェックの付いている 

品番の再計算が行われ、「新原価」「新粗利金額」に置き換わります。 

※生産管理導入時は、更新時にマスター原価が新原価に置き換わります。 

 

9. 終了 

終了する場合は終了ボタン押下で、月次処理メニューへ戻ります。 

 


